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中央研修会の様子 

新しいユニフォームウェアのコーチ陣
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新年 あけまして 
おめでとうございます  

昨年６月の総会で会長に就任した市川正

幸でございます。東京スキー協常任理事会

を代表して新年のご挨拶をさせて頂きます。 

 

2011 年３月１１日に起きた東日本大震災

から早や２年になろうとしていますが復興

はまだまだ緒に就いたばかりという状況で

す。 

私たち東京スキー協は全国の仲間と協力

して昨年３月の春休みに「春休み子供スキ

ー」を岩手県と宮城県で開催しました。ま

た埼玉県をはじめ、たくさんの県スキー協

が避難生活を強いられている子供たちをス

キー行事にお誘いしました。 

子供たちからは感謝の笑顔をたくさん頂

き、取組んだ私たちが子供達に勇気づけら

れました。 

今年も「子供達に笑顔を！」を合言葉に

「春休み子供スキー」を開催します。昨年

に勝るとも劣らない物・心両面でのご支援

をお願いします。 

さて、東京スキー協の現状は３８クラブ

会員約６００名となっています。会員の高

齢化と景気動向

や労働環境の変

化で若い世代の

スキー離れの中

にあります。そ

んな中でも魅力

的なスキー行事

と会員一人一人

を大切にするク

ラブ運営を実践する中で会員を増やしてい

るクラブも存在しています。 

自分がクラブに入会した時のことを思い

起こして下さい。行事に参加してスキーの

楽しさがわかって今があると思います。 

自分が入会しているクラブを「楽しさを

会員外の人に自慢できる」クラブにするこ

とが大切ですね。 

今年は雪も豊富なようでスキーヤーにと

っては最高のシーズンになりそうです。 

クラブ員のみなさんが笑顔で新会員を迎

えながら、楽しいシーズンを迎えられるこ

とを記念して新年のあいさつに代えさせて

頂きます。  

新会長 市川正幸 
（どさんこ S.C.） 

バーベキューは任せてください我がクラブ、走ります（クラブ交流駅伝） 
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 １２月１～２日の日程で中央研修会が

開催されました。 

 例年、この時期は雪の状況に悩まされて

いるのですが、今年は前週の技術部会も「熊

の湯スキー場」の頂上からのコースを滑走で

きたぐらい雪が豊富でした。 

７８名（東京からは２８名と昨年より１０

名弱減）の参加者を１１クラスに分け、１班

を除いて１クラス７人と、受講者にも講師に

もちょうど良い人数で講習を勧めることが

できました。 

講習バーンは横手山スキー場。第１・第２

リフトが営業していました。（スキー場開き

で格安リフト券） 

初日の土曜日は雪が降る中での講習でし

た。氷点下１０℃以下ととても寒く、雪質は

良いのですがじっとしていられない程でし

た。 

今回の中央研修会のテーマは２０１２年

夏に発表された「荷重移動の横滑り」の内容

で開催されました。初日の雪上では「停止姿

勢からの真下への横滑り」からはじまり「斜

滑降からの斜め前横滑り」、「山周り」から

「谷落とし」、「プルークスタンスを利用し

て荷重点の移動による横滑りでの連続回転」

などカービングポジションから荷重点の移

動をする事で「横滑りのポジションに移る」

カリキュラムで行われました。また、１１月

の全国理事会で改訂された「真下への横滑り

左右連続」の変更点についての解説と講習も

行われました。 

夜は食事前に「基礎理論」とケガをしない

為の「ストレッチ・筋トレ」、食事後は「指

導員規程の理解と運用」「組織論」と２０：

３０分までみっちりの座学。「指導員規程の

理解と運用」では東京の福島副会長が指導員

の年齢分布や研修率を分りやすいデータに

して解説し、好評でした。 

２日目は朝から快晴。前日の悪天候が嘘の

ようでした。 

前日は「カービングポジションから横滑り

ポジション」への講習でしたが２日目は「横

滑りからカービングポジション」への移行が

主題でした。「体軸を足元から傾ける」方法

と「内脚をたたみながら外脚を開きだす」方

法で横滑りを止めてカービングポジション

へ移行して行きます。 

最終的には、ターンの前半部分に「横滑り」

を活用したベーシックパラレルターンを完

成させることで２日間の講習を終了しまし

た。  

中央研修会 報告 
小川 洋（講師） 

初日、吹雪の中でもはつらつと 

－3－



  
全国スキー協主催 競技大会のご案内 
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 被災地の子供たちのために、今年もご協力をお願いいたします 
（全国スキー協 主催）
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◆故障があっても、スキーはできる？◆ 

《雪友物語》８     五十嵐民夫 
 

 可能性を拓く  
   

●人間の不思議 

人間のからだは、科学や医学が発達した

今でも、分からないことだらけです。「も

うこれ以上はできない」と、諦めてしまえ

ばそれまでですが、残された可能性を信じ

て、もう一歩踏み出してみると、必ず何ら

かの成果は表れます。その時はできなくて

も、次のステップに足をかけることはでき

るでしょう。そんな可能性を見た、初滑り

でした。 

●レベルアップの８人 

志賀高原・横手山で行われた全国山スキ

ー部主催の講習会（12/8～9）で、私はレベ

ルアップ教室を担当しました。 

レベルアップは２班編成、私は体力が比

較的弱いか、慢性疾患がある方の班を持つ

ことになりました。でも皆さん、スキーは

安定した滑りをしていました。兵庫・どん

ぐり２人、大阪・ゆきうさぎ２人、東京・

雪けむり４人の女性計８人です。印象です

が、ほとんどの方は 60 歳以上ではないかと

思います。 

●目標と、現状の確認 

今回のレッスンで私は、「可能性を見つ

ける」をテーマにしました。スキー技術は

教えません。今までそれぞれの方が獲得し

たスキーの技量を生かして、どのようにス

キーを楽しむか、活動ステージをどれだけ

広げるかが目標です。 

先ずは、各人の課題や目標を伺いました。

その上で、自分のスキーは、どの程度の技

量を持っているかを確認していきました。 

・どこまで滑るか、到達地点を常に視界に

入れて滑る。その間何が見えたか、何が

起きたかなどを認識する。 

・安心な速度で滑り、それより速く、また

はそれより遅く滑ってみる。 

・好きな回転弧で滑り、それより大きな、

またはそれより小さな回転弧で滑る。 

・ノンストップで滑る距離を伸ばしていき、

最長約 800ｍを止まらずに滑る。 

・非圧雪斜面を滑る。 

これらを繰り返しながら、滑るたびに感

想を聞いていきました。 

まわりが良く見えた。気持ち良く滑れた。

少し怖かったが面白かった。思っていたよ

り上手く滑れた。楽しい。ほとんどが肯定

的な印象を持ってくれました。 

●笑顔で楽しく 

どの斜面を滑っても緊張したり、気後れ

したりするような様子は見られません。転

倒はほとんどありませんでした。滑る距離

が伸びるにしたがって、安定感が増してき

ます。滑走中に笑顔も見えてきました。 

コース脇の新雪に入ると、声もでてきま

した。さすが、山スキー愛好者たちです。

圧雪されたコースより、ずっと楽しそうで

した。 

課題を示さずに、「ここからリフト乗り

場まで直行」のフリー滑走にすると、思い

思いのコース取りで滑っていきます。 

●自分でつかみ取る 

アルペンスキーとは、雪山の山頂から山

麓へ滑り降りるスポーツです。原点は山岳

スキー、彼女たちが目指しているスキーそ

のものです。山頂から滑り降りる方法は自

由。安全に、無事ゴールすればいいのです。 

自分の得意な滑りが見えてきたようです。

そこに自信を持って山に入れば、苦手は克

服できます。教えられたのではなく、それ

は自ら獲得したスキーだからです。 

（2012/12/11） 
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スノージャンボリー２０１３のご案内 
 

日 時： ２０１３年３月１５日（金）夜発～３月１７日（日）夜帰着 

会 場： 志賀高原 

宿 泊： 志賀一井ホテル 

〒３８１－０４０１ 長野県下高井郡山ノ内町志賀高原一の瀬 

ＴＥＬ：０２６９－３４－３７１１ 

参加費： ￥２９，０００（会員割引あり） 

交 通： 往復とも貸し切りバス（１５日夜２１：００豊島区役所前集合） 

2013 年第２回山スキー教室 

湯の丸山 山スキー入門教室 
スキー場のリフトを活用して、湯の丸山の樹林の中・広大な斜面の自然の雪を楽し

み、山頂からは近くに浅間山・四阿山、遠くに富士山・北アルプスの山々が 360 度

の展望が開けています。シール登高の初歩から学び、自然のままの雪を滑るもので

す。気軽に参加してください。 

記 

日 程 2013 年 2 月 16 日（土）10 時から 

17 日（日）15 時（現地集合・現地解散） 

場 所 長野／群馬・湯の丸山スキー場・湯の丸山周辺 

宿 舎 シティオス地蔵（TFL 0268-62-0967） 

389-0501 長野県東御市湯の丸高原 1270 

参加費 16,000 円  催行最小人員 3 名 

打合せ会 2/5（火）19～21 時 

 

山スキー委員会より 

安全対策、もう一度確認を 

 さあ、スキー・スノボードのシーズン到来です、昨シーズンは全国競技大会で 6名が骨折

する事故がありました、あなたのクラブ・あなたは安全対策をしていますか？ 

全国スキー協はスキー協会員の事故の実態を知り、事故を可能な限り防ぐのに役立てるため

事故報告書を改善し、理事会で発表しました。クラブであなたが事故にあったら、東京スキー

協に報告書を提出してください。そのことで他の人が事故でけがを防ぐことができるかもしれ

ません。スキー協のモットー「安全で楽しく」を実践するためにも。 

クラブでも安全対策をもう一度話し合ってみませんか、指導員も指導の際安全についての指

導をしましょう。ビンディングの開放値は適切ですか、強すぎませんか、弱すぎませんか、も

う一度確認しましょう。滑り始め、滑っている最中も周囲の状況、雪質に注意して事故のない、

怪我のない、スキー・スノーボードを楽しみましょう。 

総務局より 

ｽﾉｰｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ実行委員会より 

※ 12 月号郵送時

に、パンフレット

を同封していま

す。（HP でも確

認できます） 
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１月 東京スキー協 全国スキー協 ２月 東京スキー協 全国スキー協 

1 日(火) 越年スキー  1 日（金） 大会前日練習会  

2 日(水) 〃  2 日（土）
東京競技大会 

 

3 日(木) 〃  3 日（日）  

4 日(金)   4 日（月）   

5 日(土)   5 日（火）   

6 日(日)   6 日（水）   

7 日(月) 山スキー委員会  7 日（木） 常任理事会  

8 日(火)   8 日（金）   

9 日(水) 組織局会議  9 日（土）   

10 日(木) 常任理事会  10 日（日）   

11 日(金)   11 日（月）   

12 日(土) 
かたしなレーシング 

キャンプ 

山スキーリーダー 

養成・研修会 

12 日（火）   

13 日(日) 13 日（水） 組織局会議  

14 日(月) 14 日（木）   

15 日(火)   15 日（金）   

16 日(水) 教育技術局会議  16 日（土） 湯の丸山 

山スキー教室 

・中・上級指導員検定会

・スキー協CUP 17 日(木)   17 日（日）

18 日(金)   18 日（月） 広報局会議 全国常任理事会 

19 日(土) 指導員研修会、 

養成レベルアップ 

 19 日（火）   

20 日(日)  20 日（水）   

21 日(月) 広報局会議 全国常任理事会 21 日（木） 理事会  

22 日(火)   22 日（金）   

23 日(水)   23 日（土） 関東 B 初･中級 

指導員検定会 
 

24 日(木)   24 日（日）

25 日(金)   25 日（月） 通信発行  

26 日(土) 
舞子ポールレッスン 

・スノーボードフェスタ 

・上級指導員講習会

26 日（火）   

27 日(日) 27 日（水）   

28 日(月) 通信発行  28 日（木）   

29 日(火)     

30 日(水)     

31 日(木)     

１・２月のカレンダー 

○山スキー入門教室

（かぐら）

SL 記録会（戸狩）
練馬ヒューマン主催
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